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7月31日、参議院･厚生労働委員会　有期にかかわる労働契約法改正案　

わずか2時間の審議で可決！
5年手前での雇止めのおそれを是正せず

非正規労働者1800万人の多数を占める有期契約の在り方にかかわり、5年手前での大量雇止めをもたらすおそれがあるなど、たいへん重大な法案であるにもかかわらず、参議院厚生労働委員会は7月31日、参考人質疑などもおこなわないまま、たった2時間の審議で採決を強行。共産、社民の反対のみで可決してしまった。

審議では、「無期転換ルールが本当に雇用の安定化につながるのか、労働者は懸念している」など、法案に対する懸念・疑問が、法案に賛成する民主党もふくめ各党から出されるなど、法案の重大な欠陥が明らかになった。
また、自民党にいたっては、労働者派遣法の期間制限は業務についてとなっているが、労働契約法にあわせ、労働者個人についての期間制限とすべきだと、派遣法改悪を要求する始末。

共産党と社民党は入口規制の必要性、5年手前での雇止めのおそれ、不更新条項の重大な問題、無期転換後の労働条件問題などを厳しく追及。

とりわけ、喫茶チェーン｢ベローチェ｣では店長以外はほとんどが3月契約のアルバイト(約5000人)だが、会社は法改正の動きを見て、今後は勤続上限を4年とし、すでに長期に働いている労働者については来年3月末で雇止めにすることを通告。雇止めに同意しなければ契約を更新しないと恫喝しているなど、労契法改正がすでに雇止めを引き起こしている問題を田村議員(共産党)が取り上げ、厚労省としてどう対応するのかをただしたが、｢相談には応ずる｣とするのみで、企業への指導もできないことが明らかになった。(参議院本会議は8月3日(金)の予定）
沖縄県労連　最賃あがるまでがんばろう！　シール投票も
7月24日（火）午前11時より県民広場において最低賃金時給千円の実現を求める宣伝と署名行動を実施しました。午前中は宣伝と最賃チラシ・社会保障制度改革推進法案ＳＴＯＰチラシとポケットティシュの三点セットを配布、そして署名を行ないました。昼食休憩をはさみ、小集会を行い、中村議長は「最賃の取り組みを大きく世論に訴え、子や孫の為にも最低賃金を勝ち取っていこう！」と訴えました。コープ労組の代表は、「コープおきなわでも多数がパート職員で占めている。ダブルワーク、トリプルワークしている状況があり時給が千円になれば、バランスも取れ25条が保障している健康で文化的な生活も出来る。皆さんと協力して頑張りたいと思います」と発言。県国公の代表は、「公務員の賃金は守られていると言われるが、賃下げがあり、決して良質保障では無い。労働者全体の賃上げに奮闘したい！」と述べた。医労連の代表は「福祉労働者の現場でも、最賃すれすれの生活をしている労働者がいます。運動を広げながら、皆さんと連帯して要求を勝ち取って行きたい！」と発言。最後に議長が「しつこく、しつこく賃金上がるまで頑張ろう ！」と呼びかけました。小集会後は、シール投票や署名行動を行ない、本日の行動は終了しました。

シール投票の結果は
①貴方は沖縄の最低賃金を知っていますか？　　知っている（10名）　　知らない（7名） 

②最賃で一人暮らしが出来ると思いますか？　　出来る（1名）　　出来ない（１６名） 

③時給1000円引き上げをどう思いますか？　　　賛成（16名）　　反対（1名）

